
 

 

 

第６学年 道徳学習指導案 

   

授業者 Ｔ１              

 Ｔ２              

                           

１ 主題名  本当の自由  １－（３） 

 

２ ねらいと資料 

 

   ねらい  自由の意味について考え、自律的に行動しようとする態度を育てる。 

   資料名 「自由学習ノート」 

          出典  夢にむかって（高学年）彩の国の道徳 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする道徳的価値について 

   内容項目１－（３）は、「自由を大切にし、自律的で責任のある行動をする。」ことをねら

いとしている。何ものにもとらわれない自由な考えや行動は自己を高めていく上で大切である

が、自律的に判断することや自己責任が伴うことを忘れてはならない。 

   内容項目１－（３）は、中学年の「正しいと判断したことは、勇気をもって行う。」から発

展し 、中学校の「自律の精神を重んじ、自主的に考え、誠実に実行してその結果に責任をも

つ。」ことに発展していく。自由を思うままに行動することと誤解することなく、自分や社会

に対して常に誠実でなければならないことを自覚し、責任ある行動がとれるようになることが

求められている。 

   最高学年である児童は、自主的に考え、行動しようとする傾向が強まる時期であり、自分の

考えをもって行動することが多い。しかし、時には自由のはき違えをしてしまうこともある。 

そこで、自由の意味について考えることによってその意味を理解し、行動することの大切さを 

知ることは自分の責任を踏まえた自律的に行動することにつながる。 

   自律的に行動するということは、学校教育目標「思いやりのある子 よく考える子 たく 

ましい子」の中の特に「よく考える子」と深く関連があり、高学年の目指す児童像「自ら判断 

し、責任のある行動ができる子」につながっていく。 

（２）児童の実態について （略）    

（３）資料について 

   先生から自由学習ノートを配られた主人公の陽平。自由に内容を考えて、自分のペースで

やるように言われた陽平は、いつも適当に絵を描いて提出していた。 

母親に「それでいいの？」と指摘されても、陽平は「どんな内容でもいいことになってい

るんだから。」と反発していた。 

   数日後、学校で、友達の健二がこん虫調べを自由学習ノートに行っている話を聞く。以前

 からこん虫のことが好きだからこん虫調べをすることにしたという健二に「陽ちゃんは、ど 

  んなことをやっているの。」と聞かれ、「まぁ、いろいろとね。」と答える陽平。その日の

帰りの会での、「自由だから自分に合った学習ができる。」という先生の話を聞き、陽平は 

自分のノートの「自由」という文字を見つめるのだった。 



 

 

 

   本時では、自由学習を適当にやって済まそうという、主人公陽平の気持ちに共感させ、人間

  理解を深めたうえで、「陽平の自由」と「健二の自由」の違いについて話し合わせる。「自分

  に合った学習ができる」という先生の言葉に、今までの自分を見つめ、本当の自由に気づきは 

じめた陽平の気持ちを考えさせることで、価値に迫り、自律的に行動する態度を育てたい。 

 

４ 他の教育活動との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前指導  道徳の時間  事後指導 

（４月）特別活動 

「最高学年となっ

て」 

最上級生としての

立場や役割を理解

し、最高学年として

自主的に判断し、実

践する。 

 （５月） 

「わたしのこころ

に着せる服」１－

（３） 

自由について正

しく理解し、自分自

身を律するととも

に、それに伴う責任

をとおして自分を

よりよく成長させ

ようとする意欲を

育てる。 

 （１１月）総合的

な学習の時間 

「夢に向かって～

自分発見～」 

積極的に自分が

将来なりたい職業

や関心のある事柄

について、ドリー

ムマップにまとめ

る。 

（６月）社会科 

「社会科見学」 

校外学習を通し

て、社会の一員とし

てのマナーや公衆道

徳の体験を積み、責

任ある態度を身に付

ける。 

 （１１月） 

「自由学習ノート」

１－（３） 

自由の意味につ

いて考え、自律的に

行動する態度を育

てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２月）社会科 

「私達の生活と政

治」 

日本国憲法が国民と

しての権利や義務など、

国家や国民の生活の基

本を定めていることな

どを理解する。 

（６月）国語 

「相手の意図を聞き取り、

自分の主張を伝えよう。～

学級討論会をしよう」 

話し手の意図をとらえ

ながら聞き、自分の意見と

比べるなどして考えをま

とめることができる。 

  （１月）家庭科 

「栄養を考えた食

事を作ろう」 

栄養を考えた食

事について課題を

見つけ、その解決

を目指して考えた

り、自分なりに工

夫したりする。 

家庭との連携 

心のノートＰ２０～Ｐ２３を見て、家庭で話し合う。 

学級だより・道徳だより・「道徳ノートぐんぐん」などで学習したことを知

らせる。 



 

 

 

５ 学習指導過程 

段階 学習活動と主な発問 予想される児童の反応 ・指導上の留意点 ＊評価 資料 

導 

入 

気 

づ 

く 

１ 自由になればい 

いな、と思うこと 

を話し合う。 

・ゲームの時間制限 

・遊ぶ時間 

・お小遣い 

・朝起きる時間 

・授業前に中学校の先生と道 

徳の学習をすることを知ら 

せておく。 

・具体的な場面が考えられる 

ようにする。 

 

展 
 

 
 

 
 

開 

 

 

 

 

 

と

ら

え

る 

 

 

 

 

 

 

深

め

る 

 

２ 資料『自由学習 

ノート』を読ん 

で話し合う。 

 

 

 

 

 

 

・「陽平」の心の動

きを中心に話を聞

く。 

 

（１） お母さんに「 

それでいいの。」 

と言われたとき、 

どんな気持ちだっ 

たでしょう。 

 

 

 

 

（２） 健二の話を 

聞いたあと、「ま 

あ、いろいろと 

ね。」と言ったと 

き、どんな気持ち 

だったでしょう。 

 

 

 

 

（３） 帰りの会で 

自分のノートの表 

紙に書かれた「自 

  

 

 

 

 

 

・資料はＴ１とＴ２で読み分 

けをし、児童がイメージし 

やすいようにする。 

・授業全般を通して、Ｔ２が 

発問、Ｔ１が指名・切り返 

しを行っていく。 

 

・心情円盤を用い、適当にや 

って済まそうとしている主

人公の気持ちに十分共感さ

せる。 

・友達の意見を聞いて、考え

が変わったら、心情円盤も

変えていいということを伝

える。 

 

・切り返しを行い、児童の考 

えが深まるようにする。 

・「健二の自由」と「陽平の 

自由」とを話し合わせ、深 

めていく。 

✻話合いの中で、多様な考え 

に触れ（他者理解）、自由 

の意味について考えはじめ 

た主人公の気持ちを深く考 

えることができたか。 

（観察・発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場面

絵① 

 

心情

円盤 

 

 

 

 

場面

絵② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自由なんだからいいんだよ。 

・どんな内容でもいいんだか

ら。 

・先生だって、何をやってもい

いって言っていたのだから。 

・うるさいなあ。ちゃんとやっ

ているだろう。 

 

 

・自由学習なんだから、何をや

ってもいいんだ。 

・健二には恥ずかしくて見せら

れない。 

・ぼくの自由学習とは全然ちが

うなあ。 

・ぼくはいつも適当に描いて済

ませているけど…。 

・健二は偉いなあ。 

 

 

 

 

【登場人物】 

  陽平（主人公） お母さん 健二 

【スタートの条件・情況】 

  先生から配られた自由学習ノートに雑な字で 

 書いた陽平 

 



 

 

 

由」という文字を 

見つめているとき 

どんなことを考え 

たでしょう。 

・ぼくは楽をすることばかり考

えていたな。 

・自由だから自分に合った勉強

ができるのか・・・。 

・ぼくに合った勉強を探してみ

よう。 

・自由って何でもいいわけじゃ

ないんだ。 

・児童が考えをまとめられる 

よう発問後すぐに指名せず 

に、少し時間をとる。 

場面

絵③ 

 

 

 

 

見 

つ 

め 

る 

 

３ 資料から離れ、

本当の自由につい

て考える。 

○今日の学習で本当 

の自由について、 

自分の考えたこと 

をまとめましょ

う。 

 

 

 

 

 

・自由に活動する係活動で、外

遊びがしたくて、活動しなく

なってしまった。 

・本当の自由とは、自分に厳し

く行動することだと思った。 

 

 

 

 

 

 

・考えを整理し、深めるため

に書く作業を入れる。 

・Ｔ１Ｔ２は机間指導を行い、

価値に基づいた意図的指名

を行う。 

・具体的な日常の場面での本

当の自由について考えさせ

る。 

道徳

カー

ド 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

末 

あ 

た 

た 

め 

る 

 

４ 本時のまとめを

する。 

○先輩の中学生と中

学校の先生のお話

を聞きましょう。 

 

 

 

 

 

・中学校生活では今以上に自 

律心が求められることを話 

してもらう。 

✻本当の自由について、深く 

考えることができたか。 

（観察） 

 

 

 

６ 評価の観点 

 自由の意味について考え、自律的に行動することの大切さに気づき、自分をより高めようとす 

る意欲をもつことができたか。（カードの記述・観察・発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

７ 板書計画 
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の
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と
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は
違
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   ○
「
自
由
」
と
い
う
文
字
を
見
つ
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て
い
る
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・
ぼ
く
は
楽
な
こ
と
ば
か
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え
て
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

・
自
由
だ
か
ら
、
自
分
に
合
っ
た
勉
強
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 
 

・
自
由
だ
か
ら
っ
て
何
で
も
い
い
訳
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。 

 

○
本
当
の
自
由
っ
て
？ 

陽
平
の
顔 

健
二
の
顔 

  

場
面
絵
②

 
 

  

場
面
絵
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場
面
絵
① 

自分に合った勉

強をしている。 

適当にや

っている。 


